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性
同

一

性
障害
と診断さ
れ
た

人が、通称
名
を

健康
保険証に

記載
でき

るな

ど、
社会保障

分
野

での配慮
が
始

まっ
た

。4月

か

ら

は

一

定
の
条件を

満
た

せ

ば
、
性

別

適

合手
術の

保険

適

用

も
可能

にな

っ
た

二

方、年
金は
性

別
変更
で
支給条件
が変わっ
た

り
、介護
では介

助
者

との組み合わせ
で

不
都
合
が
生

じた

りする

こ
と
もあ り、老後の
安心
に

向けた

課題は多
い。

（ζダ干リ）

閤 性同一性障害 心と体
の性が一致しな い障害

で、肉体的な性別に不快感を持
ち、心の性別で日常生活を送る
ことを望むとされる。医療機関
ではカウンセリングなどの精神
療法やホルモン療法、性別適合

主主罰乗斤

保
険
言正
<D 
名
目リ

通

称

も

可
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厚生労働省は昨
年、性

同

一

性
障害の
人が医師の

診断書
な

ど
を

提出す
れ

ば
、
保険証
の表
に

通称
名

を
記載

できる

と
都

道府県

な

ど
に

通知し
た

。以前

か

ら

認め
てい

た

国民健康
保

険
のほ

か、協
会
け

んぽ
、

後
期高齢者医療

、介護
保

険
で
も

同様
に

取り扱
う。

重言幸子B 

手術を行う。2004年に性同一性
障害特例法か施行され①2人以
上の医師による診断②20歳以上
③結婚していない④性別適合手
術を受けているなどの条件を満
たせば、家庭裁判所に請求し、戸
籍の性別変更が可能となった。

性同一性障害に配慮、
今

年4月
か

ら

はホ
ルモン

治
療を

受
け

τ
い
な

い

こ
と

な

ど
を
条件
に

、性

別

適

合

手
術

が保険

適

用

と

な

り
、

費
用

のハード
ルが下
げ
ら

れ
た

。
。
女性

と
し

て
生

まれ
、
現

在は
改名し

て男
性

と
し

て

生活

する

西

野

明樹さ

ん

（辺）は、病
院で外見
に

合

わ
な

い

「

由佳」
とい う名前

を
呼

ば

れる
の
が苦痛だっ

た

。

「
自
分が女
性

だ
と突き

付けら
れる

こ
と、周囲

か

ら

奇異な

目
で見
ら
れる

こ

と、両
方がつ
ら

か
っ
た

」

健
鹿
保
険
証
を
手
に
す
る
西
野
明
樹
さ
ん

日
東
京
都
日
野
市

「通称使用で選択肢が広

がるのはい肘こどっと話

す中山貴将さん＝新宿区
課題残る老後保障

生活

に

支障を 感
じ

、
西

野

さ

ん自身は裁判所に

申

し

立て
を
し

て男女ど
ちら

で
も違和
感
の
な

い
よ
う名

則

前を
変
え
た

。

「

家
族の
希

望

な

どで
改名でき
な

い人

も い
る
。選択肢を広

げ
る

とい う
意昧で通称使用
を

歓迎
し
た

い

」

と話
す

。

東京都内で働く中山

貴

将
さ

ん（
布
）
も

性

別

適

合手

術を

受
け

戸
籍を
変
え
る
前

は、

他
人の
保険証
で は
な

いかと疑われ続けた

。
「

ト

ラブルが嫌で、病
院
に

行

か
ず
病

状が悪化する

ケー

スもあり、そ
うし
た

人

に

は

助

けに な
る」

一方で、老後の
保障 面

で は
不安材料

も あ
る
。
例

え

ば厚生年金の報酬比
例

部分
の
支給 開始
は
現

在、

女性 よ
り
男
性
の

方が遅

い。

遺
族

厚生年
金
の
受給

も男 女で条件
が
異 な
る
。

社会保険
労務 士の中島

幸治さ

んは

「

女性

か

ら

男

性

へ

性

別
変更する

と、年

金受給の面
で 不利
にな
る

こ
とが
あ
る
。 ω歳に な

り

年
金 支給 が確定し
た
後 な

ら
性

別
を
変
え
て
も影

響

は

＠生最まれ良月Oに良よるム「五普行通易判マ注断」意 吉数吉色位方 健康金 情愛i霊
1月 夜次第更かに上しはり調良子か。らだずが 3 朱 南東 マ 。 。

2月 人かれ間関て係のが浪活費発は後に。悔浮 5 金 西北 ム マ 。

3月 熱中する とと周し囲そ
をう忘れ

3 杉包 東南 。 ム マる。 ハッ
4月 新鮮思な い愛をを言育葉むに絶し好 2 緑 東 。 ム 。日 て
5月 現決状しのてペ急がスながい安こ全と。 7 銀 西南 ム 。 ム

6月 目が回る分ほ利どの多あ忙
り
日 9 黒 オヒ マ 。 ムに。 その も

7月 多断少固のと出し費て己に驚の
か道ずを 、 6茶 北東 。 マ ム

8月 連申れし分
の応の援なの

い大お福かげ田。 8白 西 。

9月 今気の運リ高ダまる。役務グルめー 7黄 南西 ム ム 。

10月 合うわわぬさやこ悪と。口にま
はじ取め り 10 紫 北西 。 ム マ

刊同飛躍のチャンス。 正し
1 芸葺三信寸レ。f、！ （｜八

な

い が、同
じ

保険料を
払

っ
て
き

て
も
条件
が変わ る

こ
と

に

気を
付け

てほし

い」
と話
す

。

当
た

り前の よ

う
に

、
男

女
で

部
屋を

分

け

、入浴介

助

な

ど
をする

介護施設
で

も
今後

は当事者の
希

望

に

応
じた

対応
が求め
ら
れ

る
。

「

認知症や 病気
な

どで

意
思表示

ができ
な
くな

っ

た

時
に

不安」
といっ
た

声

は少
な

／V
な

い。
性

的少数

者の法律問題
に

詳し
い南

和行弁護士は

「

現

場
では

個
別
の
希

望

に

応
じた

柔軟

な

対応
が必要
。
自
分
の

意

思を
公正証
書

で残す

方法

が
あ
る

」
とアドバイスす

る
。共

生社会をつくる
セ

クシユア
ル・マイノリテ

イ
支援全国ネッ
トワーク

代表理事の原ミナ汰さ

ん

は

「

今の
社会保障制度は

性

別 ありき
でつくら
れ

て

い
る

」
と指摘
、「
男女では

な
く

個
人単位
で保障され

る
仕組みを
」

と要

望

し
た

。

、あすの運：勢 五穀よ
（金曜日〉6月1日

くれた」
壱奇人て
とσ －ヂ 、と同遣一

意昧で係員の思
い
を
感
じ

てい
る
。

読書好き
で以前
は出掛けた

時は川

本を
買っ

てい

た

。加
年前
に

300m

上処

分
し
た

が、
現

在ま
た

、
た

まっナ

まっ
た

。
将来読む時の

た

め
に

積
ん

古

る

が、身辺を
軽くしなけ

れ

ば

なら
九

年だし
、近ごろは公民館司

主ヨ
り
てい
る
。

＝＝一

初め
て伺っ
た

時
、

こ

ち
〉

士冗
宅

＝＝川
本を
借りる

立
場

な

の
に

「

引

HH
し

て
くれ

てあ りが
とう」
、

山U
ックカバーを
し
た

本を目

採れ
「

大切
に

し

て
くれ

てあ り以

玲叫

う」

と言われ
た

時
に

は恐一

花

て
し

まっ
た

。心
が
あ
れ

ば

［

d
言わなく

て
も

気持
ち

が伝じ

こ
と
もあ
る

だろ
うが、言一

し

て言っ
て
も

ら

う
といっ そ
うの喜一

感
じ
る
。

買っ
て
くる

本の中に

は読むの
が＝

で途中
放棄し

て
し

ま
うの

もあっ
て
、

っ
た

い
な

い限 りだ
が、借りる

本は一

そ
ぐわ
な
け
れ

ば

返却す
れ

ば
いいし 、

分
公民館を

利用さ
せ

てい

た

だきた

・

借りる
本

に

は多少の汚れ
が
あ
る

も
一

あ
る

が、大事
に

読
んでい
る
。

（山田美知子
、静岡市清水区
、河一

自営業）
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